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項　目 中　国 韓　国 日　本
法制度の内容 ★★ ★★ ★★
整備基準・ガイドライン水準 ★★ ★★ ★★
国際基準調整 ★★ ★ ★
権利条約の理解 ★★ ★★ ★
公共施設整備水準 ★★ ★★★ ★★★
住宅地整備 ★ 　★★ ★★
歩車道整備 ★ ★ ★★
駅・交通機関 ★ ★★ ★★
業務、商業施設整備 ★ ★ ★★
都市基盤面整備 ☆ ☆ ★★
障害者（団体）の参画 ★★ ★ ★★
BF検証の仕組み ★ ★★ ★★
図３　BF化整備到達水準の評価比較
凡例：　☆不明、★一部評価できる、★★概ね評価できる、★★★評価できる
（項目及び評価判断は独自なものである）
６．結論
　各国における発展経緯は異なるが、法制度の内容についての類似点は多い。障害者、利用者による
施設のBF化への関わりは国により強弱があるものの、中国でも身体障害者団体連合会以外、NPO団体
の関わりが確認できたことは収穫であった。市民、住民の関わり方は新規・既存住宅団地のBF化でモ
デル的に動きが見られる。急速に高齢化が進む中国であり、総合的なBF、UD体制の構築が急がれる。
　韓国の場合は法制度等ある程度日本をモデルとしており、中国に比較して日本との類似点が少なく
ない。BFへの表現方法は異なるが市民感覚もある程度近いと思われる。しかし、実際のBF整備状況
をみると建築物の歴史的、文化的相違、さらに地形のアップダウンも激しく、BF化の困難度はむし
ろ中国的である。
　また日本では韓国と同等な対応は困難と考えられるが、当事者、関係者によるBF施設整備実態調
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　 髙橋：日本と海外におけるバリアフリー、ユニバーサルデザインの系譜に関する比較研究
査の実行は検討に値する。
　本報告では研究目的の一つである東アジア地域によるBF化標準の動向は十分に捉えられていない
が、３カ国でのBF基準の共通化の可能性も散見できる。例えば、視覚障害者誘導用ブロックの敷設、
道路、鉄道駅の整備、案内・サインの一定の共通化、公共トイレ整備、日本のバリアフリー基本構想
等による面的整備の手法などである。その他日本型BF技術の導入は今後の課題ではあるが、既に国
際標準化（ISO）済の日本発技術基準等も少なくはないので、今後のさらなる技術交流、経験交流を
期待したい。
【本研究は2012～14年度文科省科研費（基金）による研究成果の一部であると同時に、2013年度国内サヴァチカ
ル研究成果の一部として報告するものである。】
［注］
注１）権利条約第９条「アクセシビリティ」の規定：完全参加と平等のために、物理的環境、輸送機関、情報及
びコミュニケーション等を確保するためのバリアの実態解明と撤廃の措置、最低限の基準の実施、発展、監
視を例示している。
注２）本稿で法律用語として「BF法」という名称で統一して使用しているが、国により呼称はさまざまである。
注３）その後全国の鉄道駅で視覚障害者誘導用ブロック（点状ブロック）が敷設されたが、視覚障害者のホーム
からの転落死は2000年代に入っても後を絶たず、点字ブロックのJIS化（2001）やホームの中央側を知らせ
る内方線式ブロックが開発（2002）される。転落防止の最も有効なホームドアは1981年初めて神戸ポートラ
イナーに設置されたが、2010年山手線恵比寿駅に設置されてから本格化する。
注４）認証制度は2008年スタート。評価審査団は、建築技術者、研究者、行政など、2014年現在障害者の代表は
いない。
注５）中国・韓国の両国とも「障害」の表記は原語で「障碍」としているが、本報告では、韓国障碍者開発院の
み「碍」を使用した。
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